








３章　各部のなまえ

燃料コックレバー

⑥走行クラッチレバー

⑧オーガ
　ハウジング
　調節スイッチ

④エンジン回転調節レバー

①エンジン
　スイッチ
　（キー）

⑨投雪方向調節
　レバー

⑦除雪クラッチ
　レバー

⑤主変速レバー

③チョーク
　レバー

ヒューズ
ボックス
ヒューズ
ボックス
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４章　各操作部のはたらき

①エンジンスイッチ

エンジンを始動、運転、停止させるときに操作します。

｢切 ｣・・・エンジンを停止する位置です。
		  （キーの抜き取り、差し込みができます。）
｢入 ｣・・・エンジン運転中の位置です。
		  各電気系統がつながります。
｢始動 ｣・・�エンジンを始動させるときこの位置まで回します。
　　　　　  エンジンが始動したら手をキーから放してください。
　　　　　  エンジンスイッチ（キー）は自動的に「入」位置に
　　　　　  戻ります。

③チョークレバー
寒いときやエンジンがかかりにくいときに操作します。
寒いときやエンジンがかかりにくいときにはチョーク
レバーを引いた状態にします。
エンジンが始動したら、エンジン回転が安定することを
確認しながら徐々にもどします。
エンジンが暖まっているときは操作不要です。
チョークレバーをねじ回したり、引きすぎないでください。

④エンジン回転調節レバー
エンジン回転を調節するときに操作します。
｢高」側へレバーを操作すると回転は上がり、「低」
側へレバーを操作すると回転は下がります。作業時
は「高」位置でご使用ください。

「高」

「低」

②始動グリップ
エンジンの始動を行なうグリップです。
始動グリップでエンジンを始動するとき
は、エンジンスイッチを「入」位置に
して行なってください。

エンジン
スイッチ
（キー）

「切」
「入」

「始動」

チョークレバー

エンジン回転
調節レバー

始動グリップは、手を添えて
静かに戻してください。

［重要］

始動グリップ

引く
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４章　各操作部のはたらき

⑤主変速レバー
除雪機を前進・後進させるときに操作します。
前進、後進の速度を無段階に調節することが
できます。

主変速レバー 後進

前進

「Ｎ」

停車したときや走行前には、レバーが「Ｎ」位
置付近になっていることを確認してください。
本機が急発進して重傷を負うおそれがあります。

！  警告

高速

低速

低速

高速

⑥走行クラッチレバー
ミッションへの動力の断接をするときに操作します。
走行クラッチレバーを握り「入」位置にすると、ミッションに
動力が伝わり、放せば「切」位置になり動力が伝わりません。

主変速レバーの位置を確認してから、走行クラッチレバーをゆっくり操作してください。
本機が急発進して重傷を負うおそれがあります。

！  警告

※�走行クラッチレバーと除雪クラッチレバーには連動機構が装備されています。(Ｐ．２６参照 )

「入」

「切」

走行クラッチレバー

！  危険
クラッチレバーを改造したり、固定して運転しないでくだ
さい。
本機が停止せず、ひかれ・挟まれなどによる死亡事故を引
き起こすおそれがあります。
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４章　各操作部のはたらき

⑦除雪クラッチレバー
オーガとブロワを回転・停止させるときに操作します。
除雪クラッチレバーを「入」位置にするとオーガとブロワが回転し、「切」位置にするとオーガ
とブロワの回転は止まります。

※除雪クラッチレバーと走行クラッチレバーには連動機構が装備されています。
　走行クラッチレバーを握ったまま（「入」位置にしたまま）、除雪クラッチレバーを
　「入」位置にすると、除雪クラッチレバーから手を放しても、除雪クラッチレバーが
　「入」位置で固定され除雪と走行ができます。
　この状態から走行クラッチレバーを放せば（「切」位置にすると）、除雪クラッチレバー
　と走行クラッチレバーが「切」位置になります。

・走行クラッチレバーを握ったままで、除雪クラッチレバーを切る動作はしないでください。
除雪クラッチレバーを「切」位置にする場合は、必ず走行クラッチレバーを放して「切」
位置にしてください。
・走行クラッチレバーと除雪クラッチレバーが「入」位置の状態から走行クラッチレバーを
ゆっくり放したときに、除雪クラッチレバーが「切」位置にならない場合は、ただちに
使用を中止しお買い上げの販売店に調整を依頼してください。

［重要］

走行クラッチレバー 除雪クラッチレバー

「入」

「切」

「入」

「切」
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４章　各操作部のはたらき

⑧オーガハウジング調節スイッチ
オーガハウジング（除雪部）の高さを
調節するときに操作します。
オーガハウジング調節スイッチは、
エンジン運転中に操作してください。
エンジン停止中に操作すると、バッテリーが消耗します。

⑨投雪方向調節レバー

投雪距離と方向を調節するときに操作します。
投雪方向調節レバーは、エンジン運転中に
操作してください。
エンジン停止中に操作すると、バッテリーが
消耗します。

左回転

投雪方向
調節レバー

上向き（遠）

右回転

下向き（近）

下降
オーガハウジング
調節スイッチ

⑩作業灯
作業灯は、エンジンスイッチを
「入」位置にすると点灯し、
エンジンスイッチを「切」位置
にすると消灯します。

作業灯

上昇、下降の反転操作は１秒ほど間をおいて行なってください。
ひんぱんに操作するとモーターが過熱し、破損するおそれがあります。

［重要］

上昇
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５章　運転前の準備・点検

快適で安全な作業をするためには、機械の状態をいつも最良にしておくことが大切です。
運転前には、機械の始業点検を行なってください。

　燃料補給時は、くわえタバコ等火気厳禁です。燃料補給後は燃料タンクキャップを確実
にしめ、燃料タンクや燃料パイプ等からの燃料もれがないか点検してください。守らない
と火災事故の原因になります。

１.��点検・整備を行なうときは、必ず平坦なところで除雪部を接地させて、エンジンを停
止させてから行なってください。

２.�燃料は給油口の口元まで入れず、所定の給油限界位置を超えないように補給してくだ
さい。入れすぎると燃料が燃料タンクキャップからにじみ出ることがあり危険です。

３.�燃料はこぼさないように補給してください。万一こぼれたときは、布などで完全に拭
き取り、火災、環境に注意し、処分してください。

４.�エンジンが熱い間は、点検・整備等は絶対にしないでください。火傷をするおそれが
あります。

５.�点検・整備などで取外したカバー類は、必ず取付けてください。機械に巻き込まれて
傷害事故を引き起こすおそれがあります。

！  危険

！  警告

点検・調整箇所 種類・規定量・サイズ 内容 参照ﾍﾟｰｼﾞ
走行クラッチレバーと
除雪クラッチレバーの連動 － 点検 ･調整 ２６

燃料 無鉛レギュラーガソリン　５. ３リットル 点検 ･補給 ３１

エンジンオイル ＳＡＥ ５Ｗ－３０ ＳＥ級以上 １. １リットル
（給油口の口元まであること） 点検 ･補給 ３１

ＨＳＴオイル
ＳＡＥ １０Ｗ－３０ ＣＤ級以上
０. ９２リットル
（タンクの上限と下限の間にあること）

点検 ･補給 ３２

バッテリー ４０Ｂ１９Ｌ 点検 ･補充電 ３２

シャーボルト
Ｍ６×２５（７Ｔ）
（ブロワ・オーガ）

点検 ･交換 ３３

ソリ － 点検 ３３

燃料もれ・油もれ － 点検 －

エンジン周辺 － 点検 －

各部の締付け － 点検 －

クローラー － 点検 －

各部の作動状態 － 点検 －

前回作業時の異常箇所 － 点検 －

電気部品・配線コード － 点検 －

始業点検一覧表（点検して異常があれば販売店にてご相談ください。）
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５章　運転前の準備

本体カバーの 取外しかた、取付けかた

１）本体カバーのボルト５本を外し、カバー
を上に持ち上げて外します。

２）取付けはカバーの穴にボルトの段付き部
を入れてから締付けてください。

［参考］
・本体カバーは、走行クラッチ・除雪クラッチの点検調整時、ベルト交換時に開閉します。

本体カバー

本体カバーを取外した作業後は必ず本体カバーを取付けてください。
機械に巻き込まれてケガをするおそれがあります。

！  警告

ボルト

ボルト

〈必要工具〉
幅 10mmのスパナ、又はメガネレンチ
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５章　運転前の準備

バッテリーカバーの 取外しかた、取付けかた
１）ノブナットを緩めて取外します。
２）取付けはノブナットで締付けてください。　

バッテリーカバー

ノブナット
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口元

５章　運転前の準備

エンジンオイルの点検
＜点検＞
１）エンジンを水平な状態にします。
２）オイル給油キャップを外して、給油口の口元までオイルがあるか点検してください。
※オイルが著しく汚れている場合は、交換してください。

＜補給＞
　オイルが少ないときは、新しいオイルを給油口の口元まで補給してください。

推奨オイル・・・４サイクルガソリンエンジンオイル
　　　　　　　　ＳＡＥ　５Ｗ－３０　ＳＥ級以上
オイル容量・・・１. １リットル（給油口の口元まであること）

使用燃料・・・・無鉛レギュラーガソリン
タンク容量・・・５. ３リットル

燃料の点検
＜点検＞
タンク上部の燃料計を見て残量を確認します。
＜補給＞
少ないときは、右図の給油限界位置を
超えないように補給してください。

燃料タンク

燃料計

燃料タンク
キャップ
( 給油口 )

オイル給油キャップ
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５章　運転前の準備

ＨＳＴオイルの点検

＜点検＞
ＨＳＴオイルの点検はエンジンを水平な状態
にして、ＨＳＴが冷えているときに行なって
ください。

エンジンを水平な状態にして、ＨＳＴオイル
の液面がオイルタンクのＵＰＰＥＲ ( 上限 )
とＬＯＷＥＲ ( 下限 ) の間にあるか確認します。

＜補給＞
１）タンクキャップと内側のゴムキャップを外し、
　　新しいＨＳＴオイルをＵＰＰＥＲ ( 上限 )
　　まで補給してください。
２）補給後、確実にゴムキャップと
　　タンクキャップを取付けます。

タンクキャップ

［重要］
補給時、タンクの中にゴミなどの異物が入らないように、十分注意してください。
異物が混入すると、ＨＳＴが故障する原因になります。

指定オイル・	ディーゼルエンジンオイル
	 	 ＳＡＥ　１０Ｗ－３０　ＣＤ級以上
オイル容量・	０. ９２リットル

	 	 （タンクの上限と下限の間にある事）

バッテリーの点検

バッテリー

＜点検＞
１）バッテリーカバーを外します。（Ｐ .３０参照）
２）バッテリーの液面が各槽とも上限と下限
　　の間にあるか点検してください。
＜補給＞
バッテリー液が少ないときは、バッテリーを
本機より外して、バッテリー補充液（蒸留水）
を上限まで補給します。バッテリーの取付け、
取外しはＰ . ５９を参照してください。

上限

下限

ゴムキャップ

ＨＳＴ
オイルタンク

ＵＰＰＥＲ（上限）

ＬＯＷＥＲ（下限）
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５章　運転前の準備

オーガ、ブロワのシャーボルトの点検

＜点検＞
オーガ、ブロワのシャーボルトにゆるみ、切れがないか点検します。
シャーボルトは、異物の噛み込みなどの異常な負荷が加わったときに、本機を保護するため
に切れるしくみになっています。

・ゆるんでいる場合
　ブロワ、オーガは付属の幅１０ｍｍのスパナまたはメガネレンチで、それぞれ締めてください。
・切れている場合
　交換してください。交換方法はＰ . ５７を参照してください。

その他の点検

次の点検も忘れずに行なってください。
１）燃料もれ、油もれはないか。
２）エンジン周辺にゴミや汚れが付着していないか。
３）各部の締付け、ゆるみ、ガタはないか。
４）クローラーの損傷、ゆるみはないか。（P．５６参照）
５）各部の作動状態は正常か。

ブロワシャーボルト１本

オーガシャーボルト（左右各１本）

ソリの点検
＜点検＞
ソリがへっていないか点検します。
ソリの調整・交換方法はＰ . ５８を参照してください。

ソリ

ソリがへると、オーガが地面等に当たり、シャーボルトが
折損しやすくなります。
ソリを調節してオーガが地面に当たらないようにしてください。

［参考］
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６章　運転・移動のしかた６章　運転・移動のしかた

２）主変速レバーを「Ｎ」位置にします。

１. エンジンの始動のしかた

「Ｎ」

１）燃料コックレバーを閉じている場合は開きます。

燃料コックレバー

　しめきった屋内などではエンジンを始動しないでください。エンジンは風通しのよい屋
外で始動してください。やむをえず屋内で始動する場合は、十分に換気してください。
守らないと排気ガスによる中毒を起こし、死亡事故にいたるおそれがあります。

・マフラーやエンジン周辺部にゴミや燃料など付着していないか作業前に点検し、付着
していれば取り除いてください。
守らないと火災事故やオーバーヒートを引き起こすおそれがあります。

・エンジン始動時は、走行クラッチレバーから手を放し、除雪クラッチが切れているこ
とを確認してください。守らないと機械が急発進してケガをするおそれがあります。

！  危険

！  警告

燃料コックレバー

「閉」「開」

主変速レバー
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６章　運転・移動のしかた

７）エンジンスイッチ（キー）を回します。
　　エンジンスイッチ（キー）を「始動」位置まで回し、
　　セルモーターを回します。
　　エンジンが始動したら、キーから手を放してください。
　　（キーは「入」位置まで自動的に戻ります。）

６章　運転・移動のしかた

３）走行クラッチレバーが
　　図の「切」位置にある
　　ことを確認します。

４）除雪クラッチレバーが
　　「切」の位置にあること
　　を確認します。

５）寒いときや、エンジン
　　がかかりにくいときは
　　チョークレバーを引い
　　た状態にします。

６）エンジン回転調節レバーを
　　矢印の方向に少し動かします。

走行クラッチレバー 除雪クラッチレバー

「切」

チョークレバー

エンジン
回転調節レバー

「引」

「切」

エンジン
スイッチ
（キー）

「切」
「入」

「始動」

［重要］
　セルモーターを回して５秒以内にエンジンが始動
しないときは、１０秒ほど間をおいてから再度、始
動の操作をしてください。

　《始動グリップを使用する場合》
　　エンジンスイッチ（キー）を「入」位置まで回し、
　　始動グリップを勢いよく引きます。

８）チョークレバーを引いた状態にしてある場合は、
　　エンジン回転が安定することを確認しながら
　　徐々に戻します。

９）�エンジン始動後は、負荷をかけずに
　　暖機運転を行なってください。

始動グリップ

引く
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６章　運転・移動のしかた

１）エンジン始動後、エンジン回転調節レバーを
　　「低」位置に戻し、エンジン回転を下げます。

２）約３分間は、負荷をかけずに暖機運転を行なってください。
　　その際には、以下の方法で油圧走行駆動装置（ＨＳＴ）の暖機運転を同時に行なってくだ
　　さい。
　２－１）主変速レバーが「Ｎ」位置にあることを確認します。

！  危険
エンジンの暖機運転は、閉めきった屋内で行なわないでください。やむをえず屋内で暖機
運転する場合は、十分に換気してください。排気ガスによる中毒を起こし、死亡事故にい
たるおそれがあります。

暖機運転中は、オーガハウジングを地面に接地させてください。機械が動き出して、傷害
事故の原因になります。

２. 暖機運転のしかた

「低」

エンジン回転調節レバー

［重要］
　エンジンが暖まるまで、多少スモーク
　（黒煙）が出ることがあります。
　エンジンが暖まるまでは無理な負荷を
　かけないでください。

主変速レバー

「Ｎ」

！  警告
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６章　運転・移動のしかた

　２－２）約３分間、走行クラッチレバーを握り続けてください。

［重要］
　このとき、機械が動き出さないこ
とを確認しながら、ゆっくり走行ク
ラッチレバーを握ってください。

「入」

走行クラッチレバー

約３分間握る

３. エンジンの停止のしかた

１）エンジン回転調節レバーを「低」位置にします。

エンジンを停止しても、エンジンやマフラーなどの高温部にはすぐに触れないでください。
守らないと、火傷をするおそれがあります。

２）エンジンスイッチ（キー）を
　　「切」位置にします。
　　機械から離れるときは、
　　エンジンスイッチ（キー）を
　　抜いてください。

「低」

エンジン回転調節レバー

！  警告

エンジンスイッチ（キー）

「切」

３）燃料コックレバーを「閉」位置にします。

燃料コックレバー

「閉」
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・発進するときは、周囲の安全を確認してください。
・周囲に人がいる場合は、必ず発進の合図をしてください。守らないと、傷害事故の原因
になります。
・発進はゆっくり行なってください。急発進をすると、傷害事故の原因になります。
・後進するときは、後方の障害物や足もとの安全を確認しながら、低速で行なってくださ
い。守らないと、思わぬ事故の原因になります。
・走行中はわき見運転や手放し運転をしないでください。守らないと、思わぬ事故の原因
になります。
・走行中は、雪に隠れた坂道、凹凸道、カーブ、路肩などに十分注意してください。守ら
ないと思わぬ事故の原因になります。
・緊急時以外は、走行中に走行クラッチレバーから手を放さないでください。守らないと   
急停止による事故の原因になります。

６章　運転・移動のしかた

４. 発進のしかた

１）エンジンを始動します。
　（Ｐ．３４「１．エンジンの始動のしかた」参照）
２）オーガハウジング調節スイッチを操作し、
　　オーガハウジングを地面より浮かせます。

！  警告

オーガハウジング
調節スイッチ

上昇

３）主変速レバーが「Ｎ」位置になって
　　いない場合は、「Ｎ」位置にします。

主変速レバー
「Ｎ」

［重要］
－１０℃以下での低温作業では、始めの暖機運転を十分に行ない、移動は低速（作業速度）
で走行してください。約１０分間の低速走行や除雪作業で走行駆動装置が暖まります。

！  危険
クラッチレバーを改造したり、固定して運転しないでください。
本機が停止せず、ひかれ・挟まれなどによる死亡事故を引き起こすおそれがあります。
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６章　運転・移動のしかた

５）エンジン回転調節レバーを「高」位置にします。

６）主変速レバーの位置を選び、車速を決めます。

４）走行クラッチレバーを「入」位置にします。

「入」

走行クラッチレバー

「高」

エンジン回転
調節レバー

主変速レバー 後進

前進

「Ｎ」

［参考］
　各クラッチレバーの ｢入 ｣位置への
操作は、エンジン回転調節レバーを ｢低 ｣
位置にしてゆっくり行なってください。
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握ったまま
主変速レバーを操作

５．変速のしかた

６章　運転・移動のしかた

・走行中の変速は、走行クラッチレバーを握ったまま主変速レバーで操作してください。
無段階の調節ができます。

・「前進」「後進」の切り替えは、走行クラッチレバーを握ったまま主変速レバーを
  「Ｎ」位置 に戻し、機械が完全に停止してから行なってください。

　前後進の切り替えはゆっくり行なってください。
　停止していない状態で切り替え操作をすると、ミッションの破損の原因になります。

［重要］

主変速レバー 後進

前進

「Ｎ」

「入」

走行クラッチレバー
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６章　運転・移動のしかた

・高速での急旋回は危険です。必ず速度を落として行なってください。守らないと機械の
転倒・暴走などの事故の原因になります。
・急な坂道での旋回操作はしないでください。守らないと機械の転倒・暴走などの事故の
原因になります。やむを得ないときは、横転や反対方向への曲がりに注意して、低速で
小さな旋回の操作をしてください。

６. 旋回のしかた

！  警告

７－１．緊急にエンジンを停止する場合
エンジンスイッチ（キー）を「切」位置にします。

７. 停車のしかた

エンジンスイッチ（キー）

「切」

ハンドルを左、または、右に引いて旋回します。

７－２．通常に停止する場合
１）主変速レバーを「Ｎ」位置にします。

主変速レバー

「Ｎ」

41



６章　運転・移動のしかた

３）エンジン回転調節レバーを「低」
　　位置にします。

２）走行クラッチレバーから
　　手を放し、「切」位置に
　　戻します。
　　（戻ったことを確認します）

走行クラッチレバー

４）エンジンスイッチ（キー）を
　　「切」位置にします。

「切」

「低」

エンジン回転調節レバー

エンジンスイッチ（キー）

「切」

42



６章　運転・移動のしかた

８. 駐車のしかた

１）平坦で安全な場所へ移動してください。
２）主変速レバーを「Ｎ」位置にします。

４）エンジン回転調節レバーを「低」位置にします。

３）走行クラッチレバーから
　　手を放し、「切」位置に
　　戻します。
　　（戻ったことを確認します）

走行クラッチレバー

「切」

主変速レバー

「Ｎ」

「低」

エンジン回転調節レバー
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５）オーガハウジング調節スイッチを操作して、
　　オーガハウジングを完全に路面へ接地させます。

除雪部が接地した状態でさらに下降に入れ続
けると、クローラーが浮いた状態になるので、
下降させすぎないようにしてください。

［参考］

６）エンジンスイッチ（キー）を
　　「切」位置にします。
　　機械から離れるときは、
　　エンジンスイッチ（キー）を
　　抜いてください。

６章　運転・移動のしかた

下降
オーガハウジング
調節スイッチ

エンジンスイッチ（キー）

「切」

７）燃料コックレバーを「閉」位置にします。

燃料コックレバー

「閉」
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６章　運転・移動のしかた

９. トラックでの運搬のしかた

９－１．アユミ板について
アユミ板は、下記の基準に合ったものを使用してください。

＜アユミ板の基準＞

強度：機体の重量に十分耐えるもの強度のあるもの
幅　：本機のクローラー幅にあったもの
長さ：荷台の高さの 4倍以上
表面：すべり止めのあるもの
形状：荷台に引っ掛けるためのフックのあるもの

９－２．トラックの準備
１）トラックは、平坦で安定した場所で、交通などの危険がなく、作業が十分に行なえる広さ
　　の場所に停車してください。
２）トラックの変速は、「Ｐ」または「１速」・「Ｒ」位置に入れ、駐車ブレーキを掛けてくだ
　　さい。
３）タイヤに車止めをしてください。
４）トラックの荷台にアユミ板のフックを、段差ができないように確実に掛けてください。

・積み降ろしをする場所は、平坦で安定した、交通などの危険がない場所を選んでくださ
い。守らないと、思わぬ事故の原因になります。
・積み込むトラックは、車止めなどで動かないように処置してください。守らないと、思
わぬ事故の原因になります。
・アユミ板は基準に合ったものを使用してください。
守らないと転落事故の原因になります。
・本機の前後には人を立たせないようにしてください。機械が不意に動いたときに、思わ
ぬ事故をまねくおそれがあります。
・トラックの荷台に積み込んだ機械は、オーガハウジングを荷台に接地させ、丈夫なロー
プで確実に固定してください。守らないと、転落事故の原因になります。
・夜間の積み降ろし時には十分な明るさの場所で行なってください。

！  警告
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６章　運転・移動のしかた

９－３．除雪機の積み込みかた

９－４．除雪機の降ろしかた

１）機械を固定しているロープを外してください。
２）オーガハウジング調節スイッチを操作し、オーガハウジングを降ろすときに接触しない
　　位置に浮かせてください。
３）除雪機は、主変速レバーを「後進」にして慎重に降ろしてください。

１）オーガハウジング調節スイッチを操作し、オーガハウジングを積み込み時に接触しない
　　位置に浮かせてください。
２）除雪機は、アユミ板の上で進路変更をしなくてよいように方向を定め、主変速レバーを
　　「前進」にして慎重に積み込んでください。
３）積み込み位置まできたら、Ｐ . ４３「８．駐車のしかた」を参照し、駐車してください。
　　燃料もれ防止のため、輸送時は燃料コックレバーを「閉」位置にしてください。
４）シャーシなどのしっかりした部分に十分強度のあるロープを掛けて、機械を確実に固定
　　してください。

・トラックに積み込むときは前進で、降りるときは後進で行なってください。
守らないと、バランスを崩し、転落などの事故の原因となります。

・機械がアユミ板と荷台の継ぎ目を越えるときは、急に重心が変わりますので、最低速度
で慎重に移動してください。
守らないと、バランスを崩し、転倒・転落事故の原因になります。

・積み降ろしを行なうときは、必ずハンドルを持ち、オーガハウジングを浮かせた状態で
行なってください。
守らないと、機械のバランスを崩し、転倒・転落事故の原因になります。

！  警告

トラックへの積み降ろしは、アユミ板の上で進路変更をしないように進路を定めて低速で
行なってください。走行クラッチレバーの操作はしないでください。守らないと、転落な
どの事故をまねくおそれがあります。

！  警告 アユミ板の上では走行クラッチレバーの操作厳禁。
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７章　除雪作業のしかた

１.発進の要領
１）エンジンを始動します。
      （Ｐ . ３４「１．エンジンの
　　　　　始動のしかた」参照）

２）�投雪方向調節レバーを
　　操作し、投雪方向を
　　決めます。

３）オーガハウジング調節
　　スイッチを操作し、
       除雪高さを決めます。

・傾斜地では、斜めに登ったり、斜面に対して平行に走行しないでください。
横スベリや転倒のおそれがあります。
・エンジンを１８度以上傾けたまま連続運転するとエンジン故障のおそれがあり
危険ですので、急斜面での運転はしないでください。

・急な坂道での除雪作業はしないでください。
転倒やスリップによる事故のおそれがあります。
・機械の回転部、可動部は、注意をおこたったり取扱いを誤ると大変危険です。
除雪作業にあたっては、安全のため次の要領で行なってください。

！  警告

左回転

投雪方向
調節レバー

上向き（遠）

右回転

下向き（近）
下降

オーガハウジング調節スイッチ

上昇

４）主変速レバーが「Ｎ」位置になって
　　いない場合は、「Ｎ」位置にします。

主変速レバー 「Ｎ」
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７章　除雪作業のしかた

７）エンジン回転調節レバーを「高」位置にします。

８）雪質、積雪量にあわせて主変速レバーの
　　位置を選び、車速を決めます。

前進

「高」

エンジン回転
調節レバー

主変速レバー

５）走行クラッチレバーを
　　「入」位置にします。

６）除雪クラッチレバーを
　　｢入 ｣位置にします。

［参考］
　各クラッチレバーの ｢入 ｣位置への
操作は、エンジン回転調節レバーを ｢低 ｣
位置にしてゆっくり行なってください。

走行クラッチレバー 除雪クラッチレバー

「入」

「切」

「入」

「切」
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７章　除雪作業のしかた

●前後進除雪の方法
　固くなった雪などで除雪部が乗り上げるようなときには、前・後進を繰り返して除雪してく
ださい。

●断続除雪の方法
　深い雪や、重い雪の除雪作業時にエンジン回転が低下するときは、断続的に除雪を行なって
ください。
１）エンジン回転が回復するまで主変速レバーを「Ｎ」位置付近に戻します。
２）除雪部の雪がなくなり、エンジン回転が回復したら、主変速レバーを操作し、前進します。
３）再びエンジン回転が低下するときには、１）～２）を繰り返して行ないます。

●除雪幅を狭くする方法
　深い雪や、固くなった雪の場合は、速度を下げて除雪してください。
　また、このようなときは、除雪部にかかる雪幅を狭くしてください。

２. 除雪作業の要領
　除雪作業は、エンジン回転を落とさずに行なうことが重要です。そのためには、雪による過
負荷をさけるため、低速で行なってください。
　速度を下げてもエンジン回転が低下する場合は、次の方法を参考にして除雪作業を行なって
ください。
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７章　除雪作業のしかた

●べた雪を除雪する場合
・ポイント１
除雪作業に入る場合は、
エンジン回転調節レバーを
「高」位置にして行なう。

・ポイント３
　除雪作業を終えるときは、除雪部に
たまっている雪をきれいに飛ばしてから、
エンジンを停止します。

●段切除雪の方法
　積雪量が多く、除雪高さよりも雪が深いときは、
　段階的に除雪してください。

３. 雪づまり防止方法とつまった雪の除去
　べた雪などを除雪するときは、雪づまりがおこりやすくなります。
　以下の点に注意して除雪作業をすることで、雪づまりを最小限にくい止めることができます。

・ポイント２
　負荷が大きくなりエンジン回転が
低下したらすみやかに主変速レバーを
「Ｎ」位置付近に戻し、エンジン
回転が回復したら前進します。

前進

「Ｎ」
位置付近

「高」

エンジン回転
調節レバー

主変速レバー
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７章　除雪作業のしかた

●つまった雪の除去

・つまった雪は、備え付けの雪かき棒で除去します。
・雪かき棒は、使用後必ず元の位置に取付けてください。

　投雪口につまった雪を除去するときは、エンジンを停止し、各回転部が完全
に止まってから、必ず備え付けの雪かき棒を使って雪を取り除いてください。
　エンジンが回っているときは、絶対に手を入れないでください。機械に巻き
込まれ重傷を負うおそれがあります。

＜投雪口につまった雪の除去方法＞
１）エンジンを停止させ、オーガ、ブロワの回転が停止したことを確認してください。
２）雪かき棒を使ってつまった雪を除去してください。
　（雪かき棒はオーガハウジング上部に備え付けられています。）
　（除去作業が終わったら雪かき棒を元の位置に取付けてください。）

雪かき棒

！  危険
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８章　定期点検

１.定期点検
　お客様ご自身で行なっていただける点検 ･整備項目の他に、お買い上げいただいた販売店で
定期的に実施していただく項目があります。機械の整備不良による事故を未然に防止するため、
１シーズン毎に整備工場での定期点検・整備を受け ､各部の安全を確保してください。

定期点検を受けられても走行ベルト、ブロワベルトは、お客様のご使用状況により	
ベルト寿命が異なります。シーズン中でも異常を感じたときは、販売店での整備を受けて
ください。

［重要］

２. 点検・整備項目一覧表（○印は点検です。★の項目については適切な工具と整備技術を必要
　としますので、お買い上げいただいた販売店にお申し付けください。）

オイルの種類と量、ベルトのサイズ、シャーボルトのサイズは、バッテリーカバーに貼
付けてあるメンテナンスマークにも記載されています。

［参考］

点検・調整箇所 種類・規定量・サイズ 内容 20時間
100 時間
または
１年毎

300 時間
または
２年毎

参照
ページ

エンジンオイル
ＳＡＥ　５Ｗ－３０
ＳＥ級以上　１. １リットル
（給油口の口元まであること）

交換 交換
（初回） 交換 ５３

ＨＳＴオイル

ＳＡＥ １０Ｗ－３０ 
ＣＤ級以上 ０. ９２リットル
（タンクの上限と下限の間に
あること）

交換 500 時間または 1年毎★ －

燃料ろ過カップ － 点検・清掃 ○ ５４

点火プラグ ＢＰＲ６ＥＳ（ＮＧＫ） 点検・清掃・交換 ○ 交換 ５５

クローラー － 調整 調整 ５６

シャーボルト
Ｍ６×２５（７Ｔ）
（ブロワ・オーガ）  

交換 必要に応じて ５７

ソリ － 調整・交換 必要に応じて ５８

オーガ － 点検・交換 交換は必要に応じて★ ５７

バッテリー ４０Ｂ１９Ｌ 点検 必要に応じて ５８

ヒューズ － 点検 必要に応じて ６０

電気部品 ･配線コード － 点検 ○★ －

ブロワベルト Ｗ８００ベルト ＳＢ３７ 摩耗・張り状況点検 ･調整 ○★ －

走行ベルト レッドＳⅡベルト ＳＡ３１ 摩耗・張り状況点検 ･調整 ○★ －

ブロワブレーキ －

点検 ･調整
（エンジン回転数最高時で
  除雪クラッチレバー「入」
  →「切」の時、５秒以内
  にブロワが停止のこと）

○★ －

走行クラッチ
除雪クラッチ － 点検 ･調整 ○★ ６２

シュータワイヤー
スロットルワイヤー － 点検 ･調整 ○★ －

ＨＳＴオイルホース － 点検 ○★ －

燃料タンク － 清掃 清掃★ －

オーガギヤケースオイル ギヤオイル　＃９０
０. ２リットル 交換 交換★ －

アイドル回転 － 点検 ･調整 ○★

吸入・排気弁のすきま － 点検 ･調整 ○★ －

燃料パイプ － 交換 交換★（２年毎、但し必要に応じて） －

燃焼室 － 清掃 清掃★（1000 時間運転毎） －
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９章　点検・整備のしかた

［重要］
　点検するときは、除雪機を水平な場所に置いてください。傾いていると、正確な量が
確認できません。オイルの量は、エンジン始動前か冷えているときに調べてください。

１. エンジンオイル
　エンジンオイルが汚れていると、機械の寿命を著しく縮めます。交換時期、オイル量を守り
ましょう。

＜交換時期＞
初回　２０時間運転後
以後、１００時間運転毎
　　　または１年毎
　　　のいずれか早い方

＜推奨オイル、容量＞

　廃棄物をみだりに捨てたり、焼却すると環境汚染につながり、法
※

令により処罰されるこ
とがあります。
　機械から廃液を抜く場合は、容器に受けてください。地面へのたれ流しや、排水溝、河
川、湖沼、海洋などへの投棄はしないでください。
　廃油、燃料、冷却水（不凍液）、冷媒、溶剤、フィルター、バッテリー、ゴム類、その
他の有害物質を廃棄または焼却するときは、法

※

令に従い適正に処理してください。
　不明な場合は購入先または産業廃棄物処理業者にご相談の上処理してください。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　廃棄物処理法、水質汚濁防止法

［重要］

推奨オイル・・・４サイクルガソリンエンジンオイル
　　　　　　　　ＳＡＥ　５Ｗ－３０　ＳＥ級以上
オイル容量・・・１.１リットル（給油口の口元まであること）

　守らないと　・電気配線部被覆の損傷、断線により、火災をおこすおそれがあります。
　　　　　　　・電装品への水の浸入により、故障するおそれがあります。
　　　　　　　・機械の破損、損傷、故障の原因になります。
　　　　　　　・塗装、メッキ、ラベルが剥がれるおそれがあります。

！  警告 本機を洗う際には高圧洗浄機を使用しないでください。
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９章　点検・整備のしかた

２. 燃料ろ過カップ

＜清掃時期＞　１００時間運転毎または、１年毎のいずれか早い方

＜清掃のしかた＞
１）燃料コックレバーを閉じます。
２）燃料ろ過カップを取外します。
３）燃料ろ過カップ、パッキンを
　　洗油で清掃し、底にたまった
　　ゴミ・水を取除きます。
４）清掃後、燃料漏れのないようパッキンを入れ
　　燃料ろ過カップを確実に締付けてください。

燃料ろ過カップ

オイルドレンボルトオイルドレン延長パイプ

＜エンジンオイルの交換＞
〈必要工具〉幅 10mmのスパナ、又はメガネレンチと幅 17mmのスパナ

１）オイル給油キャップを外します。
２）オイルドレン延長パイプを工具でおさえ、オイルドレンボルトを外してオイルを容器に
　　受けてください。
３）オイルが抜けたら、新品のシーリングワッシャーを組み付け、オイルドレンボルトを
　　確実に締めます。
４）新しいオイルを給油口の口元まで
　　給油します。
５）給油後、キャップを確実に閉めます。

シーリングワッシャー
品番：９０６０１－ＺＥ１－０００
品名：ワッシャー，ドレンプラグ　１０. ２ＭＭ

燃料コックレバー

「閉」

口元

オイル給油キャップ
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９章　点検・整備のしかた

３. 点火プラグ
　電極が汚れていたり、プラグすきまが不適当な場合、完全な火花が飛ばなくなりエンジン不
　調の原因になります。

＜点火プラグの清掃＞
１）点火プラグキャップを外して、プラグレンチ
　　で点火プラグを取外します。
２）汚れている場合はワイヤブラシ等で側方電極部
　　を清掃してください。

＜点火プラグの点検・調整＞
１）プラグすきまを点検し、側方電極を曲げてプラ
　　グすきまを０. ７～０. ８ｍｍに調整します。
２）取付けはまず指で軽くねじ込み、次にプラグ
　　レンチで確実に締付け、プラグキャップを確実
　　に取付けます。

＜清掃時期＞
１００時間運転毎または、１年毎のいずれか早い方

指定プラグ・・・品番：９８０７９－５６８７６
　　　　　　　　品名：プラグ，スパーク（ＢＰＲ６ＥＳ）（ＮＧＫ）
・故障の原因となるので指定以外のプラグを使用しないでください。
・プラグの取付けは、ネジ山を壊さないように、まず軽く指でねじ込み次にプラグレンチ
とプラグレンチハンドルで確実に締付けてください。
・�点検調整後はプラグキャップを確実にセットしてください。確実にセットしないとエン
ジン不調の原因になります。

［重要］

　エンジン停止直後はエンジン本体、
点火プラグの温度が高いので、エンジンが
冷めてから点火プラグを外してください。
高温部によって火傷をするおそれがあります。

点火プラグキャップ

側方電極

プ
ラ
グ
す
き
ま

０
.７
～
０
.８
m
m

！  警告

＜交換時期＞
３００時間運転毎または、２年毎のいずれか早い方
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９章　点検・整備のしかた

４. クローラー張り調整

＜調整時期＞
１００時間運転毎または、１年毎のいずれか早い方

＜点検のしかた＞
クローラー中央部を４９Ｎ（５ｋｇ）で押したときのたわみ量が３～５ｍｍになって
いるか点検します。

＜調整のしかた＞
１）張り出しナットとロックナットをゆるめ、クローラー中央部を４９Ｎ（５ｋｇ）で
　　押したときのたわみ量が３～５ｍｍになるように張り出しナットで調整して
　　ください。
　　左右同じになるように調整してください。

２）調整後、確実にロックナットを締付けてください。

　クローラーの張り出し寸法が正常でないと、クローラーが外れたり、寿命を
著しく縮める原因になります。

［重要］

ロックナット

張り出しナット４９Ｎ
（５ｋｇ）３～５ｍｍ

ｸﾛｰﾗｰ

ﾘﾔﾌﾚｰﾑ COMP

ﾘﾔｼｬﾌﾄ COMP

ﾐｶﾞｷＷ 10

機体
前方
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９章　点検・整備のしかた

５. 除雪部の点検

＜除雪部の点検＞
　オーガ、ブロワ、オーガハウジング、シュータに損傷がないか、またシャーボルトにゆるみ、
切れがないか点検します。シャーボルトがゆるんでいる場合は、増し締めしてください。切れ
ている場合は、交換してください。

＜シャーボルトの交換＞

※�シャーボルトは、異物の噛み込みなどの異常な負荷が加わったときに、本機を保護するた　 
めに切れるしくみになっています。

シャーボルトの交換は、必ずエンジンが停止していることを確認してから行なってください。

〈必要工具〉幅 10mmのスパナ、又はメガネレンチ
１）本機を水平な場所に止めてください。
２）�走行クラッチレバーから手を放し、除雪クラッチレバーが ｢切 ｣ の位置にあることを確認

します。（Ｐ . ２６参照）
３）エンジンスイッチを「切」位置にし、エンジンを停止させます。（Ｐ . ４２参照）
４）エンジンが停止し、オーガ、ブロワの回転が停止していることを確認します。
５）オーガ、ブロワの異物（石、棒、ロープなど）を取り除きます。
６）�切れたシャーボルトを取り除き、新しいシャーボルト・ナットに交換し、確実に締付けて

ください。

　　シャーボルトは、必ず純正のものをご使用ください。純正以外のものを使用すると、
　機械が破損するおそれがあります。
　　品番：９０００１－Ｂ９６－００４
　　品名：シャーボルト ６×２５ （ＡＳＳＹ　（ブロワ・オーガ共通）

［重要］

！  警告

オーガシャーボルト（左右各１本）

ブロワシャーボルト１本
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９章　点検・整備のしかた

７. バッテリー

７－１. バッテリー端子部の手入れ
　バッテリーカバーを外し（Ｐ．３０参照）、端子部にゆるみ、腐食がないか確認します。
　ゆるんでいるときは締めてください。
　端子に白い粉がついているときは、バッテリーを本機から取外し、ぬるま湯で清掃して
　ください。
　端子部が腐食している場合は、ワイヤーブラシかサンドペーパーでみがいてください。

・バッテリーの交換時には、必ず防護メガネとゴム手袋を着用してください。

！  危険

・バッテリーの点検時、液槽キャップを開けたときは、火気厳禁です。
・�バッテリー液を身体や衣服につけないようにしてください。付着したときは、
　すぐに水で洗い流してください。
・�バッテリー端子を取外すときは、マイナス側を先に外します。取付けるときは、
　プラス側を先に取付けます。これを怠るとショートして火花が飛んだりします。

マイナス端子

バッテリー

プラス端子

！  警告

６. ソリ

ソリ

ナット

ソリがへると、オーガが地面等に当たり、シャーボルトが折損しやすくなります。
ソリを調節してオーガが地面に当たらないようにしてください。

［参考］

＜ソリの調整・交換のしかた＞
１）除雪部を上げてソリを浮かせます。
２）ソリを固定しているナット２ヶ所をゆるめ、任意の高さに
調整した後ナット２ヶ所をしめます。

　　交換の場合はナット２ヶ所を取外し、新しいソリを取付け、
任意の高さに調整した後ナット２ヶ所をしめます。

※ソリは左右同じ高さに調節してください。
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７－２. バッテリーの取付け、取外し
〈必要工具〉幅 10mmのスパナ、又はメガネレンチ

●取外し
１）バッテリーカバーを外します。（Ｐ．３０参照）
２）バッテリーのマイナス端子の接続を外します。
３）バッテリーのプラス端子の接続を外します。
４）ナットをゆるめ、バッテリークランプを外し、
　　バッテリーを引き出します。
●取付け
１）バッテリーをセットします。
　  （プラス側が本機右側になるように。）
２）バッテリーのプラス端子を接続します。
３）バッテリークランプの組付け
　　６ｍｍのナットを締めつけて固定します。
４）残りの６ｍｍのナットにてロックします。
５）バッテリーのマイナス端子を接続します。
６）バッテリーカバーを取付けます。（Ｐ．３０参照）

９章　点検・整備のしかた

７－３. バッテリー液の補給
　バッテリー液が少ないときは、バッテリーを
　本機より外して、バッテリー補充液（蒸留水）
　を上限まで補給します。

※�交換した古いバッテリーは放置したり捨てたりせず、処分するときは購入先
　または産業廃棄物処理業者に依頼してください。

指定バッテリー
品番：９１８９０－０４０Ｂ１９Ｌ
品名：バッテリー　４０Ｂ１９Ｌ

マイナス
端子

バッテリークランプ

ナット プラス
  端子

バッテリー液を「下限」以下や「上限」以上にしない！  警告
   バッテリー液は「上限」と「下限」の間にあることを確認してください。
・「下限」以下にすると、容器内の極板接続部がバッテリー液から露出し、エンジン始動
時に火花がでて、容器内のガスに引火して破裂し、火傷などのケガを負うおそれがあり
ます。

・「上限」以上にすると、液もれにより周りが腐食するおそれがあります。

上限

下限
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８. ヒューズ
＜点検時期＞
　シュータやオーガハウジングが動かなかったり、
作業灯が点灯しないなどの電気系統に異常がある
ときに点検してください。

９章　点検・整備のしかた

ヒューズが切れた時は、その原因を調べてから同容量のヒューズに交換してください。
そのまま交換しても再び切れるおそれがあります。
守らないと、火災につながるおそれがあります。

！  警告

＜ヒューズの点検・交換のしかた＞
　ヒューズボックス内のヒューズが切れて
　いないか点検します。
　切れている場合は、指定のヒューズに交換
　してください。ヒューズは、つまんで引く
　と抜けます。
　また、交換した場合は、確実にヒューズ
　を差し込んでください。

ヒューズ
ボックス

＜ヒューズボックス内部位置＞

（空）
シュータ

３０Ａ

オーガ
ハイト
３０Ａ

コントロール
チャージ
１５Ａ

＜チョークレバー左側付近＞

・ブレードヒューズ　１５Ａ
　品番：９１８１１－１１５

・ブレードヒューズ　３０Ａ
　品番：９１８１１－１３０
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９章　点検・整備のしかた

９. 燃料の抜きかた

ガソリンを抜くときは
・エンジンを停止してください。
・火気を近づけないでください。
・換気のよい場所で行なってください。
・マフラーなどの高温部が十分に冷めてから行なってください。
・�ガソリンをこぼさないように抜いてください。万一こぼれたときは、布きれなどで
完全にふき取り、火災と環境に注意して処分してください。

ガソリンは非常に引火しやすく、また気化したガソリンは
爆発して死傷事故をひきおこすことがあります。！  警告

１）燃料タンク内のガソリンをポンプ等で容器に移します。
２）本機を水平な場所に止めて、オーガハウジングを接地させます。
３）エンジンカバーを組付けているボルト２本を取外し、１本をゆるめてエンジンカバーを
　　ずらします。
４）燃料コックレバーを閉じます。
５）燃料ろ過カップを外し、キャブレーター下部のドレンつまみを回して
　　ガソリンを容器に受けます。
６）燃料コックレバーを開いてガソリンを容器に受けます。
７）完全に燃料が抜けたら、ドレンつまみを締め、燃料ろ過カップを取付け、エンジンカバー
を元通りに組付けます。（エンジンカバーをボルトがかみ込んで、エンジンカバーを傷め
ないよう注意してください。）

　　再び作業する際には、燃料を補給してください。（Ｐ . ３１参照）

燃料ろ過カップ

燃料コックレバー

「閉」「開」

ドレンつまみ

エンジンカバー

ボルト（取外す）ボルト（ゆるめる）
燃料排出口
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９章　点検・整備のしかた

１０. 走行クラッチ・除雪クラッチ

＜点検時期＞
１００時間運転毎または、
１年毎のいずれか早い方

＜走行クラッチの点検のしかた＞
本体カバーを外して（Ｐ．２９参照）、走行クラッチレバー「入」時に
スプリング長さが下図の値であるか点検してください。

（走行クラッチ）
　スプリング

走行クラッチ・除雪クラッチの点検・調整は
お買上げの販売店に依頼してください。

［重要］

＜除雪クラッチの点検のしかた＞
本体カバーを外して（Ｐ．２９参照）、
除雪クラッチレバー「入」時に
スプリング長さが右図の値であるか
点検してください。

＜除雪クラッチの調整のしかた＞
テンションプーリーの位置を
➡矢印方向に調整し、除雪
クラッチレバー「入」時に
スプリング長さが 右図の値に
なるようにしてください。

※除雪クラッチワイヤーでの調整は
　行なわないでください。

（除雪クラッチ）スプリング

５８～６０ｍｍ
（レバー「入」時）

６
９
～
７
０
ｍ
ｍ

（
レ
バ
ー
「
入
」
時
）
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除雪シーズンが終わり長期間保管するときは、次のシーズンも快適にお使いいただくために
次のことを必ずお守りください。
１. 保管するときはエンジンスイッチ（キー）を外してください。
２. バッテリーのマイナス端子の接続を外してください。（Ｐ . ５８参照）
３. 燃料タンク、キャブレーター内のガソリンを抜いてください。（Ｐ . ６１参照）
４. エンジンオイルを交換してください。（Ｐ . ５３参照）

・ガソリンは自然に劣化しますので、必ず抜いてください。
・エンジンオイルは自然に劣化します。
使用しない場合でも定期的に交換してください。
・作業を終わり長期間使用しないで格納するときは、バッテリーが放電しますので
　６ヵ月に一度、および除雪時期のはじめと終わりに補充電を行なってください。
なお、補充電するときは必ずバッテリーを本機より取外して行なってください。

［重要］

＜注油、グリースアップ箇所＞

５. 保管時の注油、グリースアップ
　水気や汚れを拭き取り、乾燥させた後、各部にオイルまたはグリースを注油してください。

６. エンジン等の高温部が冷めてから、
　シートやビニール等でカバーをし、湿気やホコリの少ないところに保管してください。

１０章　長期間使用しないときの手入れ

・ ・ ・グリースアップ箇所

・ ・ ・注油箇所

使用グリース・・・シェル  アルバニア  グリース  Ｓ  １
　　　　　　　　　 または　同等品
 使用オイル・・・・�エンジンオイル

各レバーの支点・リンク部

シュータ旋回ギヤ部

各リンク支点・回動部
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１１章　不調診断のしかた

　故障のときは、まずご自身で次の点検を行ない、その上でなお異常があるときは、むや
みに分解しないでお買い上げいただいた販売店へお申しつけください。

こんなときは 点検見直し箇所 処置方法

エンジンが始動しない
（セルモーターが回らない）

始動方法は間違っていませんか
Ｐ . ３４「１．エンジンの始動のしかた」を参照し正
しい手順で行なってください

バッテリーが正しく取付けられていますか Ｐ . ５９を参照し正しく取付けてください

チャージヒューズが切れていませんか
（切れると、バッテリーが充電されません）

販売店に連絡し、修理を受けてください
（Ｐ . ６０参照）

エンジンが始動しない
（セルモーターは回る）

燃料が無くなっていませんか Ｐ . ３１を参照し補給してください

燃料コックレバーが閉じていませんか Ｐ . ３４を参照し燃料コックレバーを開いてください

点火プラグキャップが外れていませんか 点火プラグキャップを取付けてください

走行クラッチレバーをゆっ
くり放したときに
除雪クラッチレバーが
「切」位置にならない

走行クラッチと除雪クラッチが適切に調整され
ていますか

販売店に連絡し、調整してください
（Ｐ . ６２参照）

オーガ・ブロワが
回らない

シュータ、ブロワに雪が詰まっていませんか Ｐ . ５１を参照し、雪を除去してください

オーガ、ブロワに異物が詰まっていませんか 異物を取り除いてください

シャーボルトが切れていませんか Ｐ . ５７を参照し交換してください

ブロワベルトがすべっている可能性があります
（すべると、焦げ臭い匂いがします）

販売店に連絡し、調整（交換）してください

ブロワベルトが切れている可能性があります 販売店に連絡し、修理を受けてください

走行しない

ＨＳＴオイルが規定量入っていますか Ｐ . ３２を参照し補給してください

クローラーに異物が挟まっていませんか 異物を取り除いてください

ドライブピンが切れていませんか（切れると、
本機を押してクローラーを回すことができます）

販売店に連絡し交換してください
（Ｐ . ２１参照）

走行ベルトがすべっている可能性があります
（すべると、焦げ臭い匂いがします）

販売店に連絡し、調整（交換）してください

走行ベルトが切れている可能性があります 販売店に連絡し交換してください

エンジンに力がない
無理な除雪作業をしていませんか

Ｐ . ４９「２. 除雪作業の要領」を参照し適切な負荷
で作業してください

エンジンオイルが規定量入っていますか Ｐ . ３１、Ｐ . ５３を参照し規定量入れてください

排気の色が黒い
負荷をかけすぎていませんか

Ｐ . ４９「２. 除雪作業の要領」を参照し適切な負荷
で作業してください

チョークレバーを戻し忘れていませんか チョークレバーを戻してください

排気の色が白い エンジンオイルを入れすぎていませんか Ｐ . ３１、Ｐ . ５３を参照し、規定量にしてください

オーガハウジングが
上下しない

オーガハイトヒューズが切れていませんか
販売店に連絡し、修理を受けてください
（Ｐ . ６０参照）

コネクターが外れていませんか コネクターを接続してください

シュータが動かない
シュータヒューズが切れていませんか

販売店に連絡し、修理を受けてください
（Ｐ . ６０参照）

可動部分に雪や氷がたまっていませんか 雪・氷を除去してください

作業灯が点灯しない

コントロールヒューズが切れていませんか
販売店に連絡し、修理を受けてください
（Ｐ . ６０参照）

電球が切れていませんか 販売店に連絡し、交換してください

コネクターが外れていませんか コネクターを接続してください

エンジンが停止しない
Ｐ . ５４を参照し、燃料コックレバーを閉じてく
ださい（まもなく、エンジンは停止します）

販売店に連絡し、修理を受けてください
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１２章　主要諸元

型式名 ＳＸＣ９６５項目

機
体
寸
法

全長（ハンドル高さ標準）ｍｍ １５０５
全長（ハンドル高さ高）　ｍｍ １５２５
全幅　　　　　　　　　　ｍｍ ６８３
全高（デフレクタ上げ時）ｍｍ １１２０
全高（デフレクタ下げ時）ｍｍ ９８０

　　   装備重量　　　　　　　ｋｇ １４０

性

能

除雪幅　　　　　　　　　ｍｍ ６５２
除雪高　　　　　　　　　ｍｍ ５１８

最大除雪量 ※
（グラフはエンジン最大出力
　毎の最大除雪量の範囲を
　示しています。
　本機の最大除雪量は
　エンジン最大出力から
　グラフでご確認ください）

最大投雪距離 ※
（グラフはブロワ周速毎の
　最大投雪距離の範囲を
　示しています。
　本機の最大投雪距離は
　ブロワ周速から
　グラフでご確認ください）

ブロワ周速（無負荷最高回転数時）　m/s ２２. １

※ 除雪機安全協議会では、2019 年度版から、除雪能力は共通のグラフ指標を用いることに
　 しました。
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型式名 ＳＸＣ９６５項目

エ

ン

ジ

ン

名称 ホンダＧＸ２７０
形式 空冷４ストローク単気筒ガソリンエンジン（ＯＨＶ）
総排気量　　　　　　　  ｃｍ３ ２７０
最大出力　　　　 kW(PS)/rpm ６. ３（８. ６）／３６００
始動方式 セルモーター／リコイル式
使用燃料 無鉛レギュラーガソリン
燃料タンク容量　　　　　ﾘｯﾄﾙ ５. ３

走

行

部

前進車速　　　　　　　  km/h ０～３. ７
後進車速　　　　　　　  km/h ０～２. ２
ミッション駆動 ＨＳＴ
クローラー スノーパターンゴムクローラー
幅×接地長×トレッド　　ｍｍ １２０×２４０×４９０

作

業

部

形式 ２ステージ、１オーガ、１ブロワ
除雪部上下方式 電動
ブロワ 形式 横型ブロワ
オーガ 形式 ２条リボンスクリュー

シュータ
旋回方式 電動
上下方式 ２段デフレクタ、電動モーター

シャーボルト ブロワ／オーガ Ｍ６×２５

ベルト
ブロワ Ｗ８００ベルト

ＳＢ３７

走行 レッドＳⅡベルト
ＳＡ３１

バッテリー ４０Ｂ１９Ｌ

この主要諸元は改良のため予告なく変更することがあります。

１２章　主要諸元
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１３章　主要消耗部品および標準付属品

部品番号 部品名 備考

９０００１－Ｂ９６－００４ シャーボルト　６×２５（ＡＳＳＹ
ブロワ・オーガ用、

１０セット入り

３５１００－ＢＡ１－８００ オーガＬ　ＣＯＭＰ

３５２００－ＢＡ１－８００ オーガＲ　ＣＯＭＰ

３６１００－Ｂ９６－８０１ ブロワ　ＣＯＭＰ

３１９０６－Ｂ９６－８００ ソリ

３１９０３－ＢＡ１－８００ エッジ

２３９０１－Ｌ０４－０００ ゴムクローラー（１２０×６０×２０）

２２６００－Ｂ９６－００１ クローラースプロケットＣＯＭＰ フロントホイール

３３１００－ＢＡ１－００１ シュータＣＯＭＰ

３９９０１－Ｂ５１－００１ 雪かき棒

６３９０３－Ｂ９６－０００ Ｗ８００ベルト　ＳＢ３７ ブロワ　１本

９１６５２－０２０７０３１ レッドＳⅡベルト　ＳＡ３１ 走行　１本

９１８９０－０４０Ｂ１９Ｌ バッテリー　４０Ｂ１９Ｌ

９１８２１－００７ 電球　１２Ｖ  １８Ｗ  Ｓ２５  ＢＡ１５ｓ 作業灯（操作パネル上部）

９１８１１－１１５ ブレードヒューズ　１５Ａ

９１８１１－１３０ ブレードヒューズ　３０Ａ

９８０７９－５６８７６ プラグ，スパーク（ＢＰＲ６ＥＳ） ＮＧＫ

１３－１. 主要消耗部品・交換部品

部品番号 部品名 個数 備考
保証書、安全確認カード １

９１９１１－ＢＡ１－０５０ 取扱説明書（ＳＸＣ９６５） １

９０００１－Ｂ９６－００４ シャーボルト　６×２５（ＡＳＳＹ １袋 １０セット入り

９１９０５－Ｂ５６－０００ コンビネーションレンチ　１０ ２

８９２１６－Ｚ０Ｔ－８００ レンチ，スパークプラグ １ 点火プラグ用

８９２１９－８０５－０００ ハンドル，ボックスレンチ １ 点火プラグ用

９１８１１－１１５ ブレードヒューズ　１５Ａ １

９１８１１－１３０ ブレードヒューズ　３０Ａ １

１３－２. 標準付属品
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１４章　回路図

ＳＸＣ９６５
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